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段返り 人 形

人形が後ろ向きに

とんぼ返りしなが

ら段を下ります

会 期 ：

会 場 ：

午前10 時～午後6時〔月曜日休館〕

覬市立博物館登384-8181

人 口 と 世 帯　2 月1日現在

か
ら
く
り
人
形

の
世
界

遊
ん
で
体
験

ふ
し
ぎ
・
か
ら
く
り
・
夢
・
未
来

鼓

笛

児

童
　
　

。

人

形
が

鼓

を
打
ち

、

笛
を
吹
き
ま
す

の
技
と
し
て
作
り
上
げ

た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

異
な
る
技
術
や
文
化

を
取
り
入
れ
、
応
用
し

て
使
い
こ
な
す
発
想
は
、

今
日

、
日

本
の
産
業
の

江

戸

時

代

、

か

ら

く

り
人
形

は

そ
の

不

思

議

さ

と

お

も
し

ろ

さ

で
人

々

を

魅

了
し

ま

し

た

。

中

で

も

「
茶

運

び

人
形

」

な

ど

自
動

で

動

く
人

形

は

、
主

に

大

名

や

裕
福

な
商

人

の

贅
沢

な

遊

び

と
し

て

人

気

を

集

め
ま

し

た

。

当

時

、
か

ら

く

り

人
形

を
作

っ

た

の

は

、
和

時

計

の
職

人

た

ち

で

し

た

。
西

洋

の

機

械
時

計

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
中
国
の
か
ら
く
り
の
技
術

を

も

と

に

、
日

本

独

自

発
展
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
ら
く
り
人
形
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
ク
ジ
ラ
の
ひ
げ
を
使
っ
た
ぜ
ん
ま
い
や

、

砂
、
水
な
ど
で
し
た
。
自
然
界
に
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
巧
み
に
利
用

す
る
技
術
は
、
私
た
ち
が

今
限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

考
え
る
と

き
、
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
回
の
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
の
技
を
現
在

に
よ
み
が
え
ら
せ
た
か
ら
く
り
人
形

師
・
半
屋

春
光
氏
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
実
際
に
触
れ

た
り
動
か
し
た
り
し
て
、
か
ら
く
り
の
魅
力
を

体
験
し
て
い

た
だ

く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
江
戸
の
職
人

た
ち
の
知
恵
と
技
術
を
と
お
し

て

、
今
の
技
術
を
考
え
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
ヒ

ン
ト
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す

。

茶
運

び
人
形

茶
た
く
に
お
茶
の
入
っ
だ
茶
わ
ん
を
乗
せ
、
歩
い
て
運
ん
で
き
て
、
飲
み
終

え
た
茶
わ
ん
を
乗
せ

る
と
振
り
返
っ
て
も
と
来
た
方
へ
戻
っ
て
い
き
ま
す

3月6日(土)～28日(日）

〔松戸ビルヂ ング4 階(下図参照)〕

観覧＝無料

からくり人形はいつ生まれたか

あ そ ん で 体 験 か ら く り 人 形

「茶運び人形」や「鼓笛児童」などを動かします

江 戸 か ら く り の 技 術 者 た ち

江戸時代、西欧の機械時計を和時計に換えた技術者・竹田

近江(おうみ)は､ 大坂道頓堀(おおさかどうとんぼﾘ) でか

らくり芝居を興行しました

か ら く り の 仕 組 みを の ぞ い て み よ う

人形の仕組みを「茶運び人形」のからくり部分の拡大モデ

ルで分かりやすく解説します　’

か らく り　 技 術　 夢　 未 来

からくり技術から未来技術へ。先人の知恵と技術をとおし

て、未来へつなげるエネルギー問題を考えます

会場案内図

手で動かす人形　　 ●復元 春駒人形

●あやつリ人形　　 ●復元 盃持人形

ぜんまいからくり　 ●復元 品玉人形

●復元 茶運び人形　●創作 涼風車

●復元 鼓笛児童　　●創作 ハイカラ人形

すいぎんからくり　 電気仕掛けからくり

●復元段返り人形　●創作

すなからくり　　　　LOVE BARGANING

●復元闘鶏　　　　●創作

●創作猿回し　　　AUTUMN LOVE  SONG

※｢復元｣は江戸時代にあった人形などを作者が復元したもの。｢創作｣は作者が独自で作ったもの。

か ら く り 人 形 制 作 教 室 簡単なからくり人形を作ります

申し込み:3 月10 日㈲〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・氏名・年齢・電話番

号・希望の回･ 返信用あて名を記入して、〒270 －2252 松戸市千駄

堀671市立博物館0384-8181)へ

人口

男

女

世帯

おはなしまつり

シティ・ミニコンサード

老人福祉センター等会員募集

狂犬病予防注射のお知らせ

主な内容

主な展示内

容

こんなからくり人形を展示しています

力を合わせてきれいな川に

情報チャンネル

文
化
ホ
ー
ル
(
4
階
)

日時:3月21日竭　1回目午前11時～午後0時30分
2回目 午後2時～3時30分

会 場：文化ホール

講 師：江戸から＜リ人形師・半屋春光氏

定 員：各回20 人(抽選)

費 用：無料

文化ホール



広報ま つ ど1999 年(平成11年)3月5日

おはなしがいっぱ

い、絵本もいっぱい。

図書館とおはなしキ

ャラバンでは、子ども

がおはなしに親しみ、

もっと「絵本」を親子

の触れ合いに生かして

ほしいと願い、今年も

日 時…３月１３日(が午後Ｏ時３０分～３時３０分

会 場…森のホール21 レセプション ホール(４階)

費用…無料

会場には絵本がいっぱい

｢おはなしまつり｣ を開催します。

図書館の絵本をたくさん借りて、ぜひ家庭でも絵本、おは

なしを親子で楽しんでください。

勁]市立図書館0365-5115

おはなしキャラバンの3月公演
おはなしキャラバンは、皆さんの近くの市民センターや図書館

で人形劇やアニメーションなどの公演をしています。今月の予定

は下表のとおりです。お近＜の会場へお出掛けください。

対象3～9歳　費用無料

※アニメーション＝｢しまうま｣､人形劇＝｢フレデリックと金のりんご｣

※電話でおはなしが聞ける｢でんわおはなしキャラバン｣容3ﾜﾜｰ0000

もご利用ください。

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。返却は最

寄りの図書館へ

圃市立図書館Q365 ―引15

※キャラバンコーナーの「簡単人形づくﾘ 」の整理券は 、①12 : 20②13 : 20力旧 会場入口で配布します。

※会場はレ セプ ション ホ ールに 、メーン ステ ージほ か4 つの コーナーを 設置し て公演し ます。

※図書 館コーナ ーでは本の 展示 ・読 書相談 ・本 の貸し 出し をし ていま す （図書 館利 用カ ードをお 持ち に

な れば 、本が 借り られ ます。返却 は最寄り の図書館 へ）。

シティ・ミニコンサート
お昼の憩いのひとときを、心の安らぐコンサー

トはいかがですか。

松戸にゆかりの音楽家を市役所に招いて、今月

から定期コンサートを開催します。

ご来庁の際には、お立ち寄りください。

日時…3月10日冰)午後O時15分～O時45分

会場…市役所1階本館新館連絡通路

内容…プログラム( 右一覧表)

演奏者…フルート・井ノ上洋氏

ピアノ・徳川真弓氏

費用…無料

※4月以降は、毎月第3水曜日の同時間・同会場で

ミニコンサードを行います。

[間]社会教育課S366-7462

プログラム

1.歌の翼に（メンデルス・ゾーン）

2.アルルの女（ビゼー）

3.アラベスク（ドビュッシー）

4.ゴリウォーグのケークウォーク

（ドビュッシー）

5.赤とんぼ（山田耕筰）

6.ハンガリー田園幻想曲　より

囲

市
民

相

談
室

容
一
ｆ一
・
7
3
1
9

「
日

常
生
活

の
悩

み
を

お
国
言

葉

で

ス
ム

ー
ズ

に
相
談
し

よ
う

」
と

、

市

内
在

住
の
外

国
人

の
た

め
の
相

談

窓
口

を

開
設
し

て

い
ま
す

。
皆

さ
ん

の
お
近

く
に
困

っ
て

い

る
人

が
い
た

ら

、
ぜ
ひ
教
え

て
あ

げ
て

く
だ

さ

い
。

な
お

、
相

談
日
に

は
電
話

に

よ
る

相

談
も

で
き
ま

す

。

相
談

専
用

電
話

登
3
6
6
・
1
1
6
2

相

談
日

毎

月

第

二

・

四

火

曜

日

（
祝
日

を

除
く

）
、
午

前
９

時
～
正

午

会
場

市

役
所

本
館
二

階

相
談

コ

ー
ナ

ー
　

相

談
内
容

日
常

生
活

に

お
け

る

諸

問

題
　

取

扱

言

語

英

語

・
中

国

語

・

ポ
ル
ト

ガ
ル
語

・
ス

ペ
イ
ン
語

費
用
無
料

そ
の
六
十
一
　
歯
の
形
と
食
べ
物

ご
利
用
く
だ
さ
い

外
国
人
の
た
め
の

相
談
窓
口

贋
広
報
課
公
3
6
6
・
7
3
2
0

広
報
ま
つ
ど
３
月
1
5日
号
は
、
1
5日
傭
が
新
聞
休
刊
日
の
た
め

1
4日
紐
の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。

Date  Every  2nd and 4th Tuesday(In the case of a national holiday,

we  have no service.)

We  accept telephone inquiry as well. S366~  1162

Time  9:00a  .m~~noon

Place  Matsudo  City Hall(" Soudan  corner")

Language  English,Chinese,Portuguese and Spanish are available.

Charge  Free

Inquiry  "Shimin  soudan shitsu"

象
や
キ
リ
ン
な
ど
の
草
食
動
物

は
、
あ

れ
ほ

ど
大
き
く

て
も

草
し

か
食

べ
ま
せ

ん
。
ま

た
、
ラ

イ
オ

ン
や
ト

ラ
に
健

康
の

た
め
と

い

っ

て
、
野
菜

を
食

べ
さ
せ

る
こ

と
は

不

可
能

で
す

。

な

ぜ
か
と

い
う

と

、
象

や
キ
リ

ン
は
草

を
食

べ
る
た

め
の
平

べ

っ

た

い
歯
し

か
持

っ
て

い
な

い
し

、

ラ
イ
オ

ン
や
ト

ラ
は
肉

を
食

べ
る

た

め

の
尖

っ
た

歯
だ
け

を
持

っ
て

い
る

か
ら
で
す

。
こ

の
よ
う

に
、

動

物

の
食

性

は
歯
に

よ
っ
て

規
制

さ
れ
て

い
る

の
で
す

。

人
間
の
歯
は
ど
う
で
し

ょ
う
か

。

親
知
ら

ず
を
除

い
た
二

十
八

本
の

歯
の
う
ち
十
六
本
（
五
七
㌫
）
が

臼
歯
、
八
本
（
二
九
㌫
）
が
門
歯
、

四
本
（
一
四
㌫
）
が
犬
歯
で
す
。

臼

歯

は
臼

の
よ
う
に

穀
物

を
ひ

き

つ

ぶ
し

て
食

べ
る
歯

、
門

歯
は

野
菜

や
果
物
を

ガ
ブ
リ
と
噛

む
歯
、

犬

歯
は
魚

や
肉

を
食

べ
る
の

に
適

し

た
形
を

し
て

い
ま
す

。

こ

の
よ
う
に
見

て
く

る
と

、
人

間

は
穀
物

を
中
心

に
食

べ
、

野
菜

・
果
物
と

少
量

の
魚

や
肉

を
食

べ

る
べ
き
歯

の
形

を
し
て

い
る
と

考

え
ら
れ
ま
す
。
人
間
と
九
八
㌫
ま

で

遺
伝
子

が
同

じ
で
、

も
ち

ろ
ん

歯

の
形
も

よ
く
似

て

い
る
ゴ
リ

ラ

や
チ

ン

パ
ン

ジ
ー
の
食

生
活

の
ほ

と

ん
ど

は
木

の
葉

っ

ぱ
や
果
物

に

頼

っ
て

い
ま
す

。

約

三
百
万

年
前

に

ア
フ
リ

カ
の

高
原

に
発

生
し

た
人
類

の
祖
先

の

う
ち

、
白
色

人
種

は
北

方
に

移
動

し

て

い
き

ま
し

た
。
ま

た
、

黄
色

人
種

は
温
帯

に

、
黒
色

人
種

は
暑

い
と

こ

ろ
に
と

ど
ま

っ
て
生
活

す

る
よ

う
に

な
り
ま

し
た

。

北

方

の
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
大
陸

は
、

日
本

の
感

覚
か
ら

す

れ
ば

一
年

の

半
分

は
冬

で
、
果
物

は
少

な

い
し

、

穀
物

の
収
穫
も
難
し

か
っ
た
た
め
、

狩
猟

に
よ

っ
て
食

べ
物

を
手

に
入

れ

る
習
慣

が
定
着

し
ま

し
た

。

白

人

は
こ

の

よ
う
に

し
て

、
長

い
間

に
肉
食

の
習

慣
を

獲
得
し

、

腸

が
短
く

な
り

そ
れ
を

納
め

て

い

る
胴

体
も
短

く

な
っ
て

比
較

的
足

が
長

く
な

っ
た
と

い
え

ま
す

。
ま

た
、

噛
み
合

わ
せ

の
形

態
も

肉
を

噛
み

切

る
の
に
適

し
た

、
チ

ョ
ッ

パ

ー
タ
イ

プ
と

い
う
比

較
的
直

線

的
に
動

く
形

に

な
っ
て

い
ま
す

。

黄
色

人
種

は
そ

れ
に

対
し

て

グ

ラ
イ

ン
ド

タ
イ

プ
と

い
う

、
奥

歯

を
す
り
合
わ
せ
て
穀
物
を
ひ
き
つ

ぶ
す

の
に
適

し
た

運
動
を

す

る
よ

う
に

な

っ
て

い
ま

す

。

最
近

の
日

本
人

の
病

気

の
内

容

が
、

欧
米
化

し

て

い
る
と
よ
く

言

わ

れ
ま
す

。
伝
統

的
な
食

事
を

も

う
一

度
見
直

し
て

、
お

箸

の
文

化

を
大

切
に
し

て
み

ま
せ

ん
か
？
。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

Please  feel free to ask  our advice on  your life in Matsudo.

歯
を
大
切
に

Ｃド ップ ラ ー）

図書館とキャラバンのお は な し ま つ り

メーンステージ あじさいの会
コーナー

文庫連コーナー 対面朗読コーナー
キャラ バン

コーナー

大型紙芝居「とりのみじさ」

パネルシアター

「かくれんぼだぞ にんじゃ

だぞ」

百 千

だま

居些

群読｢ごんぎつね｣

対面朗読ボランティアの会

人形劇｢ フレデリックと金

おはなしキャラバン

準備中 読書の閲覧

かけあい話「トンド

ゥヘいこう」

おはなしクレヨン

大型紙芝居｢11 ぴきの

ねことぶた｣

グループ虫T

おりがみほか

絵本

｢はらぺこあおむし｣

｢三びきのやぎのがら

がらどん｣ ほか

簡単人形づくり①

定員30人※

おはなしキャラバン

紙芝居｢ そっくりそ

っくり｣

おはなしキャラバン

簡単人形づ＜ﾘ ②

定員30人 ※

おはなしキャラバン

はじ まり　 はじ まリ

⑤廱百磁

すげなし

｢ととけっこ一｣ ほか

七色のリボン

期日 会` 場 時 間 プ ロ グ ラ ム

3/5 衡 稔台市民センター 午後3時～∠尚
アニメーション

人形劇

10團 図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

11 休）東部スポーツパーク 午後3時～4時
アニメーション

人形劇

12廊 古ケ崎市民センター 午後3時～4時
アニメーション

人形劇

13出
森のホール21

レセプションホール

午後○時30 分～

3時30 分

人形劇ほか

(おはなし まつリ)

17團 小金分館 午後3時～3 時30 分 絵本ほか

18 困 矢切公民館 午後3時～4時
アニメーション

人形劇

24 ㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

31 ㈲ 市民劇場 午後2時～4時
人形劇ほか

(親子平和人形劇)



広報ま つ ど1999 年(平成11年)3月5日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
会
員
募
集

老
人

福
祉

セ
ン

タ

ー
や
敬
老

ホ

ー

ム
で

は
、
お
年

寄
り

が

さ
ま
ざ

ま
な

ク
ラ
ブ
で
楽
し

く
活

動
し
て

い
ま

す
。

今

回
は
、

各
地
区

の

セ
ン

タ
ー
で

ク
ラ

ブ
会
員

を
募

集

（
左

表
）
し

ま

す
の

で
、

ぜ
ひ
参

加
し

て
み
て

は

い

か

が
で
す

か
。

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の

人
　

費

用
無
料

（
材

料
費

実
費
）

お
問

い
合
わ
せ

と
申
し
込

み
先

。
常

盤
平
…

電
話

で
常
盤

平
老

人
福

祉

セ
ン

タ

ー
萱
3
8
6・
0
2
0
1

へ

野

菊
野
・：
電
話

で
野
菊

野
敬

老
ホ

ー
ム

・
加

藤

萱
3
6
4
・
0
1
2
3

へ

矢
切
…

３
月
1
2
日
金
〔
消
印

有
効

〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
ク
ラ

ブ
名

・
住

所

・
氏
名

・
生
年

月
日

・

電

話
番

号
を
記

入
し

て
、

〒
『
一
1
0

0
9
4

松

戸
市

上
矢

切
二

九
九

の
一

矢

切
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー

（
0
3
6
8・

１

５
０

８

・
抽
選
）
　へ

稔
台
・：
電
話

で
稔
台
市

民

セ
ン

タ

ー

・
小

原

公
3
6
4・
5
7
5
8

へ

小
金
原
・
：
３
月
６
日
出
午
前
1
0
時

か
ら

、
直
接

ま
た

は
電
話

で
小

金
原

老

人
福

祉
セ

ン

タ
ー

萱
剔

・
8
2
7

0
（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）
へ

あなたの花壇をつくってみませんか
平成11年度花のボランティアを募集

平成11

年度

矢切耕地を流れる坂川沿いに、季節の移り変わりを感じながら散策を

楽しめる花壇をつくってみませんか。

対象…矢切支所管内の個人 一家族または各種団体・企業

定員…19組（1組当たり15平方㍍を担当）

内容…坂川沿いの矢切橋下流付近での種まき・水やリ・除草など（年に5

昨年は、矢切橋下流に植えたオオキン
ケイギクがきれいに咲き ました

回程度の作業

費用…1人100 円( 保険料)

※応募者多数の場合は抽選

※４月17日出午前10時～11時30分。

矢切支所で説明会を開催します。

惠3 月25 日休)〔必着〕までに、商工観

光課・矢切支所にある申込書を直接

商工観光課・矢切支所または、電話

で商工観光課登366-ﾜ32 ワヘ

市
立
松
戸
高
校
へ
の
転
入
学
試
験

市
立
松
戸
高
等
学
校
で
は
、
転

入
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
試
験

を
行

い
ま
す
。

充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

生
後
九
十

一
日

以
上
の
飼

い
犬

は
、

生
涯

一
回

の
登
録
と

毎
年

一
回

の
狂

犬

病
予

防
注

射

が
必
要

で
す

。

予
防

注
射

の
接

種
は

、
最
寄

り

の

動

物
病

院

で
行

う

か
、
左

表

の
予
防

注
射
会

場

で
行

っ
て
く

だ
さ

い
。

登

用
二
千
三
百
円

（
予
防
注
射
二

千
七
百
五
十
円
・
注
射
済
票
交
付
五

百
五
十
円
）
。
初
め
て
登
録
す
る
犬

は
登
録
手
数
料
三
千
円
か
別
途
必
要

で
す
。

※
予
防
注
射
は
ど
こ
の
会
場
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

※
実
施
日
・
延
期
日
と
も
午
前
中
に

雨
天
で
中
止
し
た
場
合
は
、
午
後

も
中
止
（
実
施
日
が
途
中
で
中

止

と
な
っ
た
場
合
は
、
中
止
と
な
っ

た
会
場
の
み
延
期
日
に
実
施
）
し

対

象
・：
新
二
年

生
お

よ

び
新

三
年

生
募
集
人

数
・：
各

学
年
と

も
若
干

名

応
蔓

質
格
…
保

護
者

の
転
勤

等
に

伴

う
転

居
に
よ

り
、
在

籍

校
に

通

学
で

き
な

い
生
徒

ま
た

、
経
済

不
況

や
企
業

の

リ
ス
ト

ラ
等

に
よ
り

保
護

者
の

経

済
的

な
理
由

（
そ

れ
を
証

明

で
き
る
書
類
等

の
提
出

が
必
要

）

で
、
私

立
高

校
で

の
修
学

継
続

が
困
難

な
生
徒

募

集
期
限
・：
３
月
2
0日

出

試
験
日

…

３
月
2
5
日

米

圜

市
立
松

戸

高
等
学

校

昔
3
8
5・
３

ま
す

。

※
雨
天

中
止

は
、
各

会
場

で
開
始

時

間
二
十
分
前
ま
で

に
決
定
し

ま
す
。

※
実
施
日

が
雨
天

中

止

の
場

合

、
延

期
日

に
行

い
ま
す

が
、
両

日
中

止

に

な
っ
た
場

合

、
以
後

実
施
し

ま

せ

ん
。

※
飼

い
主

が
押
さ
え

る
こ

と
の

で
き

な

い
犬

は
、
予
防

注
射

を
受

け
ら

れ

な

い
こ

と

が
あ
り
ま

す

。

※
予
防

注
射

は
健
康

な
犬

で
な

け
れ

ば
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。
発
情

中
、

妊

娠
の
疑

い
の
あ
る
犬

、
現
在

通

院
中

の
犬

、
健

康
に
不

安

の
あ

る

犬

、
一
ヵ
月

以
内

に

他

の
予

防

注

射

を
受
け

た
犬

は
、
事

前
に

最
寄

り

の
動
物

病
院

に
ご

相
談
く

だ

さ

※
会
場

で

の
ふ

ん
は
、
飼

い
主

が
責

任
を
持

っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

圃

環

境
管

理
課
環

境
衛

生
係

昔
3
6
6・

７

り
、り

９

Ｊ

″ｈ

）

動
物
は
正
し
い

し
つ
け
と
マ
ナ
ー
で

ふ
ん
の
始
末
は
、

飼
い
主
の
責
任
で
す

就
労
形
態
の
多
様
化
や
核
家
族

化
等
が
進
み
、
一
時
的
に
家
庭
内

で
の
保
育
が
困
難
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
お
預
か
ひ
す
る
の
が
一
時
保

育
事
業
で
す
。

お
困
り
の
と
き
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

原
則
と
し
て
、
生
後
六
ヵ
月
以

上
で
就
学
前
の
お
子
さ
ん

保
育
内
容

通
常
の
保
育
内
容
に
準
じ
た
保

育
を
行

い
ま
す
。

保
育

時
間

平
日
：
午
前
７
時
～
午
後
７
時
（
民

ジュニア ゴルフ教室
ゴルフに興味のある人 、やってみたいと思っ

ている児童・生徒を募集します。ジュニアゴル

フ教室で楽しく練習しながら 、仲間をつ＜リま

せんか。

日時…4 月から1 年間①第1 ・3木

一時保育事業間

保
育
所

）
、
午
前

８
時
～

午

後

５
時

（
公

立

保
育
所

）

土
曜
日
：
午
後
Ｏ
時
3
0
分
ま
で
（
始

ま
り
は
平
日
と
同
じ
）

実
施
保
育
所

（
民

間
保

育
所
）

①
社
会
福
祉
法
人
ユ
ー
カ
リ
福
祉

会
松
戸

南
保

育
園

…
小
山

五
二
三

の
五

登
窕
・
0
3
6
6

②
社
会
福
祉
法
人
恩
恵
会
け
や
き

の
森
保
育
園
・
：
中
和
倉
三
三
一
昔

剔
・
5
0
2
6

（
公

立
保

育
所

）

②

牧
の
原
保

育
所
・：
牧

の
原
二

の

七
三

昔
3
8
5
・
0
9
9
7

①
新
松
戸
南
部
保
育
所
・
：
新
松
戸

南
二

の
一

七

昔
錮
・
0
0
1
0

※
詳

細
は

、
各

保
育
所

へ
お
問

い

合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

曜日②第2・4木曜日、各

午後6時～8時

会場‥･松戸グリーンゴルフ場

(松戸新田245)

対象…小学生～高校生(小・中学

生は初日のみ保護者同伴）

定員…①②各先着20人

費用…プロのレッスン料のみ無料（施設使用料

等は自己負担）

剔電話でスポーツ課登363-92 ∠囗へ

福 祉

ファイル

小金原
稔

台

矢切 野菊野 |常 盤平|
会
場

ク
ラ
ブ
名

曜

日

時

間

募
集
人
数

俳
句

日
舞
　
新
舞
踊

書
道

詩
吟

茶
道

民
踊

民
謡

華
道

墨
絵

茶
道

囲
碁

将
棋

社
交
ダ
ン
ス

折
り
紙

ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス

民
謡

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

民
踊

書
道

書
道

あ
み
も
の

お
り

華
道

書
道

社
交
ダ
ン
ス

日
本
舞
踊

§

ニ

・
Ｕ

仝

ほ

ロ
」

§

｛

ミ

ニ
±

Ｗ

ロ
」

￥

ニ

・
ｎ

ホ

ほ

ロ
」

§

｛

よ

ニ
ホ

㈲

ロ
」

§

∇

５
Ｕ

ホ

ほ

ロ
」

§

｛

よ

ニ
±

ほ

ロ
」

￥

∇

Ξ
・
○
ボ
ほ
ロ
」

％

∇

Ξ

・
ｎ

ホ〈
ほ
ロ
」

§

｛

よ

ニ
ポ

ほ

ロ
」

め

ニ

・
ｎ

ホ〈

ぽ

ロ
」

ｇ

ぽ
［
［
］を

ほ

く

§

ロ
」

§
｛

よ

ニ
よ

㈲
［
ロ

§

Ｔ
ヱ
ほ

ロ
］

§

ニ

・
□

仝

ぽ
［
】」

￥

Ｔ

ゐ

λ

４
［
】」

§

ニ

・
Ｕ

ホ〈
㈲
［
ロ

§

Ｔ

Ξ

ホ〈

ほ
［
］」

§

Ｔ

Ξ
ホ
ほ
ロ
」

Ｉ

Ｔ

Ｏ
±
ぽ
ロ
」

§

∇

Ξ
・
ロ
ホ
ほ
ロ
」

￥

∇

Ξ
・
○
ホ
ほ
ロ
」

￥

∇

ニ

・
ロ
ハ〈
ほ
ロ
」

§

ぷ

±

ぽ
［
】」

§

ミ

ホ
Ｗ

ロ
］

キ
§
１

㈲
～
４

㈲

キ

か
1
0
㈲
～

ヱ

キ

キ
％
Ｔ

㈲
～
４

㈲

キ

か
1
0
㈲
～

ヱ

キ

キ
§
１

㈲
Ｓ
４

㈲

キ

を
1
0
㈲
～

ヱ

キ

キ
§
１

㈲
～
５

㈲

キ

を
1
0
㈲
～

ヱ

キ

キ
§
１

㈲
～
４

㈲

キ
か
ｍ

㈲
～
2
1キ

キ
§
１

㈲
～
３

㈲

キ
を
ｍ

㈲
～
ヱ
キ

キ
§
１

㈲
～
３

㈲

キ
ま
ｍ

㈲

～
キ
§
３

㈲

キ
ｍ
1
0

㈲
～

£

キ

キ
か
ｍ

㈲
～
ヱ

キ

キ
％
Ｔ

㈲
～
３

㈲

キ

を
1
0
㈲
～
ｍ

キ

ニ
ス

ナ
Å

Ξ

オ

ー
ム

ナ
Å

Ｔ
Λ

ナ
Å

ナ
Å

セ

Å
□
Å

き

エ
ー
タ
」

き

チ

タ
」

（
’ヌ
ｔ

の

み

）

き

チ

タ
」

き

エ
ー
タ
」

き

〒
さ

ち

エ
ー
ぶ
」

ち

〒
ぶ

ち

Ｔ

ぶ
」

ち

Ｔ

ぶ
］

パ

ー
Λ

モ
ス

き

〒

タ
］

ナ

Å

（
ｌ

ｔ

の

み

）

Ξ

‐
Λ

日　　 時 会　　 場 延期Eﾖ

4/7

團

午前10時～11 時30 分 花之台公園 （上本郷）
5/10

(月)午後1時～1 時50 分 新萩公園 （三矢小台5 丁目）

午後2 時30 分～3 時40 分 松戸小山雨水ポンプ 場（小山）

８

㈲

午前9時50 分～11 時20 分 二十世紀公園 二 十世紀が丘梨元町）

11
囚

午後1 時～1 時30 分 旭ケ丘第3公園（岩瀬）

午後2 時10 分～3 時30 分 八柱霊園西門横広場 （田中新田）

９
廊

午前10時～11 時20 分 中金杉公園 （中金杉2 丁目）
12
㈲

午後1時～1 時30 分 新松戸第１公園（新松戸1 丁目）

午後2時10 分～2 時50 分 きよしｹ 丘小金公園(小金きよしｹ 丘2丁目)

12

(月)

午前10時～11 時30 分 八ケ崎子安神社（八ケ崎2丁目）

13
困

午後1時～1 時50 分 千駄堀集会所

午後2時30 分～3 時20 分 常盤平公園( 常盤平松葉町)

13

(火)

午前10時～11 時30 分 稔台公園
14
廊

午後1時～1 時30 分 東松戸病院人□駐車場( 高塚新田)

午後2時10 分～3 時30 分 三矢小台公園 （三矢小台2 丁目）

14
困

午前10時～11 時30 分 古ケ崎4 丁目こども の遊び場
17

(月)
午後1時～2 時 相川公園（西馬橋相川町）

午後2時40 分～3 時40 分 新松戸南公園 （新松戸南2 丁目）

15
困

午前9時40 分～11 時30 分 常盤平金ケ作公園(常盤平3 丁目)
18
㈹

午後1 時～2 時10 分 六実ふれあい公園（五香六実）

午後2 時50 分～3 時30 分 串崎公園（串綺南町）

16
脂

午 前10 時20 分～11 時30 分 栄町第1 公園（栄町6 丁目）
19
㈲

午後1 時10 分～1 時40 分 仲井町公園 （ｲ中井町3 丁目）

午後2 時20 分～3 時30 分 中和倉公園

19

(月)

午 前10 時10 分～11 時20 分 小 金原公園（小金原6 丁目）
20

困
午後1 時～1 時40 分 五 香公園（五香西1 丁目）

午後2 時20 分～3 時30 分 東部スポーツパーク正門(高塚新田)

20

(火)

午前9 時40 分～11 時30 分 六実第2 公園（六高台2 丁目）
21
廊

午後1 時～1 時40 分 北丘第2 公園（五香六実）

午後2 時20 分～3 時40 分 松飛台会館

21
團

午 前10 時～ 正 午 新松戸中央公園（新松戸6 丁目）
24

(月)
午後1 時30 分～2 時10 分 二三ケ丘公園 三 ケ月）

午後2 時50 分～3 時20 分 平潟公園（松戸）

22
㈲

午前9 時50 分～10 時50 分 かぶと公園（牧の原2丁目）
25
㈹

午前11 時30 分～正午 ひぱリ公園（小金原9丁目）

午後1 時40 分～2 時20 分 ユーカリ交通公園隣広場(小 金剽 丁目)

23
廊

午 前10 時～10 時40 分 栄町西3 丁目子供の遊び場 26
㈲午前11 時20 分～正午 小根本公園



松
飛

台
の

熊
倉

さ

ん
（
右
）

・
召

田

さ
ん

広報ま つ ど1999 年(平成11年)3月5日

力 を 合 わ せ て 、

家庭でできる浄化対策

召田さんと熊倉さんは、「家庭で

できる浄化対策」を実践し 、身近な

人たちへ広める活動をしています。

「生活排水によって川が汚れ、そ

の水を浄化して飲み水にしています。

家庭の排水口は川・湖沼や海につな

かっているという意識を持って、で

きることから少しずつ実践したいで

すね。少しずつでも 、皆さんで行え

ば大きな力になりますから」と話し

てくれました。

生 活 排 水 対 策 指 導 員 の

召 田 さ ん と 熊 倉 さ ん の 場 合

生活排水対策指導員の任期は2 年で、市内

に18 人います。主な活動は､ 地域の中で家庭

での浄化対策についての実践と啓発などです。

熊倉さんの自宅に､ 近所の人たちが集まって学習会

こ んな こと を 心掛 け てい ま す

食べ物や飲み物を流さないために

細かい調理くずを流さないように台所（流し）の三角

コーナーや排水口に 「ろ紙袋」を付ける

料理を作り過ぎない

食べられる分だけよそう

米のとぎ汁は．最初の２回まではためておいて植物に

まいたり、洗い物の洗剤代わりに使う

三角コーナーや排水口に｢ろ

紙袋｣ を付けて細かいごみを

流しません

油汚れを流さないために

食器やなべは、付着した

汚れをへらや紙で取って

から洗う

揚げ油はこしておき、い

ため物などに使う。揚げ

切っておいた牛乳パックの小片

で皿の汚れを取って、ご みと一

緒に処理してから 洗います

洗剤はきちんと量って使います

物には、新しい油を継ぎ足して使う

余分な洗剤を流さないために

洗剤は容器の表示をよく読んで、きちんと量って使う

浄化槽を適正に使用するために

浄化槽は定期点検や定期清掃をする

ご み を 川 に 捨 て な い で ！

川や水路でのポイ捨てごみは、川の水が

きれいになっでも景観を損ねるなど、その

効果を半減させてしまいます。川に限らず、

ごみは各自がきちんと処理するよう、市民

の皆さんのご協力をお願いします。

川の水が汚れてしまう原因は?

家庭雑排水の内訳 ８割 が家 庭 雑排 水

川の汚れの原因は、台所・ふろ 一洗濯

などの家庭雑排水によるものが8割､家

庭浄化槽の排水も合わせると､9 割近く

が生活排水で占められています。産業系

の排水は、規制されているので、原因の

1割程度です。

家庭からの排水は、川・湖沼・海を汚

し 、あおこや赤潮が発生する原因のーつ

になっています。

※家庭雑排水十浄化槽の排水＝生活排水

家庭雑排水によってどれだけ汚れるの?

もし、流しに捨てるとこんなに大変

のに必要な水の量

8杯分 10 杯分

マヨネーズ

10ml

※米のとき汁＝米3合で、最初の方のとき汁

牛乳

200ml

使用済みの天ぷら油

500ml

川をきれいにするために市や国・県が

行っていること

下水道を整備しています

河川の浄化施設を設置しています（古ケ崎･中根･ニツ木浄化施設ほか）

合併処理浄化槽（台所・トイレ・ふろ場などの排水を併せて処理する

浄化槽）の普及を促進しています

河川パトロールや水質検査などの監視を行っています

排水を規制し、監視を行っています

ヘドロやごみの除去を行っています

岸辺の整備を行っています

雨水浸透ますの促進や、樹林地の保全による

地下水・わき水を保全しています

河川見学会・イベントなどで、ＰＲ活動を行っ

ています

広報ま つ ど1999 年(平成11年)3月5日

き れ い な 川 に ！
川をき れい にする ためにでき ること は ？

江戸川河川敷で、ふれあい松戸川（流水保全水路）はお気に入りの場所

坂川流域では

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
急
激
な

都
市
化
に
よ
り
、
汚
れ
て
い
っ
た
市
内

河
川
で
す
が
、
最
近
で
は
数
多
く
の
水

鳥
や
魚
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
き

れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

法
律
や
条
例
に
よ
る
工
場
等
の
排
水

の
規
制
や
、
下
水
道
の
整
備
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
浄
化
対
策
に
加
え
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
各
家
庭
で
水
を

汚
さ
な
い
工
夫
を
し
て
い
る
成
果
が
、

少
し
ず
つ
表
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
引
き

続
き
「
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
」
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黯
川
を
き
れ
い
に
す
る
課
昔
3
6
6
・
1
1

5
2

市内の河川はどのくらいきれいになったの?

江戸川は､ 約630 万人の水道水源で

す。江戸川中流部は､ ふれあい松戸川

(流水保全水路)の完成(平成10年7月)

によって水質改善が進んでいます。

坂川は、「清流ルネッサンス21｣の

浄化対策等により水質改善が進み､カ

モやカワウ・ユリカモメ等が飛来レ

コイ・フナ・オイカワ・ボラや数種類

の藻が見られるようになりました。

新坂川は、浄化施設の完成により、

一部の区間で水鳥や魚などが見られ

るようになりました。今年6 月には、

北千葉導水路からの導水が予定され

ています。また、馬橋から新松戸に

かけての桜の保存など、水辺に親し

める護岸整備が行われています。

新

坂

川

・

さ

か

ね

橋
（
根

本

）

あ
か
い
り
ひ
も
ん

坂

川

・

赤

圦

樋

門

（
松

戸

）

江
戸
川

・
栗

山
浄

水

場
取
水

囗
（
下

矢

切
）

市内の３流域と主な河川の水質観測地点（５ヵ所）

色の 部分は 、坂川

流域で す。下 水道利用

以外の生 活排水や雨水

は江戸川 へ流れます。

手賀沼は、湖沼の中で24 年間連続日本

一汚れた沼といわれ､千葉県や我孫子市･

柏市・沼南町・松戸市などの流域市町が

一体となって、浄化対策を進めています。

大津川でも、新たな河川直接浄化施設

の設置等が計画されています。市では､下

水道の整備や「家庭でできる浄化対策」

の普及啓発などにより、大津川の汚れを

真関川流域では

国分川は、たび重なる浸水被害解消の

ため、今までは治水対策を重点的に進め

てきました。水質は横ばいとなっていま

す。平成10 年4 月には、下水道の幹線と

なる県施工の松戸幹線が完成し、市では、

下水道整備を積極的に進めています。

また、平成9年秋から国分川の「川づ＜

り」ワークショップを開催し､市民と行政

が意見を出し合った計画が策定され、現

在、多自然型川づくりに着手しています。

国

分
川

・

秋
山

弁
天

橋
（
秋

山
）

こ

の

一

票
　

生

か

し

て
　

住

み

よ

い

ま

ち

づ

く

り

（
千
葉
県
統
一
標
語
）

４
月
1
1
日
日

は
千

葉

県

議

会

議
員

一
般

選
挙

の

投

票

日

で

す

醫
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

容
3
6
6
・
7
3
8
6

○

標

準
小

作

料

標
準
小
作
料
は
平
成
1
0年
度
か
ら

市
町
村
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
毎
年

度
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
1
1
年
度
の
標
準
小
作
料
は
据
え
置

く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

年
額
十
ア
ー
ル
当
た
り

田
：
一
律
二
万
。
千
円

畑
：
一
律
二
万
二
千
円

※
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
、
４

月
１
日
か
ら
一
年
間
適
用

。

０

農

地

区

分

市
内
の
優
良
農
地
を
保
全
す

る
た

め
、
第
一
種
農
地
と
し
て
区
域
設
定

を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
1
1
月
の
農

地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
内
の

第
一
種
農
地
の
区
域
は
、
矢
切
地
区

・
東
部
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

※
農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
２

月
１
日
か
ら
農
地
転
用
等
の
許
可

申
請
書
と
届
け
出
の
添
付
書
類
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

圜
市
農
業
委
員
会
事
務
局

容
巓
・
７

標
準
小
作
料
お
よ
び
農
地
区
分
が
決
定
し
ま
し
た

米穀販売業（小売業・卸売業）の更新と

新規登録申請手続を受け付けます

金

融

あ

っ

せ

ん

屋

に

注

意

を

貸
し
渋
り

対
策

と
し
て

創
設

さ

れ

た
中
小

价
業
金

融
安
定
化

特
別

保
証

制

度
等
を
悪

用

す
る
金

融
あ

っ
せ

ん

屋
等

に
よ

る
被

害

が
多
発

し

て

い
ま

す

。
「
相

談

か

ら

借
入

実
行

ま

で

の

事

務
手

続

き
を
代
行

す

る
」
等
と
称

し
て

、
不

当

な
入

会
金
・
手
数
料

を
要

求
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

鵞
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
昔
鵬
・
2
4
7

４

月

か

ら
「

住

宅

相

談

」
は
「
不

動

産

相

談

」

に

（
名

称

と

開

設

時

間

を

変

更

し

ま

す

）

新
相
談
名
不
動
産
相
談
　
開
設
日

毎

週

水
曜
口
　

開

設
時

間
午
後

１
時

～
５

時

会

場

市
役
所

本
館
二

階
相

談
コ

ー
ナ

ー
　

内

容
宅

地
建
物

取
引

主
任

者
に
よ

る
土
地
・
家

屋
の
売

買
、

借
地

・
借

家
お
よ

び
業

者
と

の
紛
争

等
に
関
す
る
相
談
費
用
無
料

圜

巾
民
相

談
室

登
3
6
6
・
7
3
1
9

市

役

所

へ

は

電

車

や

バ

ス

で

３

月
は

、
駐
車

場

が
特

に
混

雑
し

ま

す
。

ご
来
庁

の
際
は

、
電
車

・

バ

ス
等

の
ご
利
用

を
お
願

い
し
ま

す
。

羆

管

財
課
庁
舎
管

理

係

登
3
6
6
・
７
３

市

税

の

休

日

お

よ

び

夜

間

納

付

・

相

談

窓

口

を

開

設

し

ま

す

休
日
窓
口
・
：
３
月
1
4
日
韭
午
前
９

時
～

午
後
４

時

会
場

市
役
所

新
館

二
階

収
納
課

・
各

支
所

夜

間
窓
口
・：
３
月
1
0
日

米
～
1
8
日

米
午

後
８

時
ま
で

（
土

・
日
曜

日
を

除

く
）
　
会

場
市

役
所

新

館
二

階
収

納
課
　
　
　
　
　
　
　
　

。

圜

収
納
課

容
3
6
6
・
7
3
2
5

保
養

施

設

の

割

引
利

用
制

度

が

終
了

し

ま

す

３
月
末
日
を
も
っ
て
国
民
健
康
保

険
の
保
養
施
設
割
引
利
用
制
度
が
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

醫
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
公
3
6
6
・

市

立

病

院

眼

科

外

来

の

小

児

の

検

査

が

電

話

予

約

制

に

４

月
１
日

か
ら

、
幼
児

（
三

歳
以

上
)
と
小
学
生
の
斜
視
・
弱
視
・
視

力

・
屈
折

異
常

（
遠
視

・
近
視

・
乱

視
）

等

の
検
査

は
予
約

制
に

な
り
ま

す

（
中
学

生

は
対

象
外
）
。

受

診
希

望

月

の
二

ヵ

月

前

か
ら

、

電

話
に

よ
る

予
約
受
付

を
行

い
ま
す

（
土

・
日

曜

日
、
祝
口

、
年

末
年

始
を

除
く
午
前
８
時
3
0
分
～
９
時
）
。

予
約

さ
れ
た

人

は
指

定
日

の
午
前

８
時
3
0
分
～
1
1
時
の
間
に
正
面
受
付

窓
口

で
受

け
付

け
を

済
ま
せ

、
眼
科

外

来
待

合
室

で
お
待
ち

く

だ
さ

い
。

黯
市

立
病

院
眼
科

外
来

昔
3
6
3
・
2
1

7
1

内

線

乙
１

０
７

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

委

員

を

募

集

応
募
資
格
松
戸
市
国
民
健
康
保
険

の
被

保
険
者

で
会

議
（
平
日

の
午

後
）

に
出

席
で

き
る
人

職

務
内
容
国

民

健
康

保
険
事

業

の
運
営

に
関

す
る
事

項

の
審
議

（
年
三

回
程

度
）
　

募

集

人
員
五

人
（
男
女

各

二
人
以

上
）
　
任

期
二

年
　

選

考
万
法

市
の
選

考
委

員

会

で
決
定

圃

３
月
1
5
日

菲
〔
必

着
〕
ま
で

に
、「
国

民

健
康

保
険
を

考
え

る
」

に
つ

い
て

の
意
見

や
提
言

等
を

、
四
百

字
詰

め

原

稿
用

紙
二
大

二
枚

に
ま

と
め

、
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
性
別

・
職
業

・

電

話
番

号

を
記
入

し

て

、
一
7
1
2
7
1

－
8

5
8
8

松

戸
市

根
本

三
八

七

の
五
松

戸
市
役
所

国

民
健
康

保
険

課
庶

務
係

（
昔
3
6
6・
7
3
5
3

）
　へ

教
育

委

員

会
会

議

を
開

催

３
月
2
5日
困
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醒
教
育
委
員
会
総
務
課
登
巓
・
７
４

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

市
で
は
、
平
成
Ｕ
千
度
の
固
定
資

産

税

の
評
価
（
宅
地
）
に
つ

い
て
、

地

価
下

落

傾
向

を
反

映

さ
せ
て

昨
年

度

に
引

き
続
き

評
価
額

の
修
正

を
行

い

ま
し
た

。
固

定
資
産

課
税

台
帳

に
登

録
さ

れ
た
内

容
を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。期

間
３

月
１
日

丱
～
2
3
囗

㈹

（
上

・
日
曜
日
、
振
替
休
日
を
除
く
）
　
時

間
午
前

８
時
3
0
分
～

午
後
５

時

会

場
市

役
所
新

館
二
階

固
定
資

産
税

課

贊

固
定
資

産
税

課
管
理

係

登
3
6
6
・
７

再

生

自
転

車

を

即

売

３
月
1
4日
㈲
～
1
6日
火
午
前
８
時

3
0分
～
午
後
３
時

会
場
生
き
が
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
販
売
台
数
五
十
台

（
売
り
切
れ
次
第
終
了

）
　
価
格
七

千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五
香
駅

東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
」

行
き
、
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き

で
、
新
栄
町
人
目
下
車

黯

壯
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１
ａ

裂
・
３
１
９
－

家
庭
の
排
水
溝
は
川
・
湖
沼
や
海
の
入
り
口
で
す

し ょう ゆ

15ｍｌ

米のとぎ汁

2ｌ

みそ汁

200ｍｌ

手賀沼流域では

色 の部分は､ 手賀沼 流 域です 。下 水

道利 用以 外 の生 活排 水や 雨水 のほと ん

どは 、地下の排水路を流 れ､ 地表に表わ

れる 部分は少ない ですが､ 上大 津川 など

を 経由し て沼 南町の 大津川に流 れます。

大池川はさらに手菅沼へ流人します。

色の部分は､ 真間川流域で す。

下 水道利用以夕卜の生活排水や雨水

は 、国分川から 市川市を通り 、真

間川へ流れ ます。真間川はさら に 、

ほとんどが東京湾 へ流 入し ます。

B ＯＤ（生 物 化 学 的 酸 素 要求 量 ） と は …

水中の汚れを微生物が分解し てきれいにするのに必要な

酸素の量をいいます。数値が大きいほど汚れています。

対 象

申請期間

申請先

登録要件

申請手数料

(千葉県証紙)

登録期日

申請書配布場所と問い合わせせ先

小 売業 卸売業
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※タイ トル が色 刷り のも のは 、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … … 公366 －1111

代 表FAX は … …O363-3200

( 松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/

講
座
・
講
演

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

撮

影

講

座

「

あ

な

た

の

感

動

を

映

像

に

」

３

月
1
4
囗
倒

午
前
1
0
時
～

午
後
４

時

会
場

森
の

ホ

ー
ル
2
1情

報
セ

ン

タ
ー

・
2
1世
紀

の
森

と
広
場
　

内

容

初
心

者
か
ら
上
級
者
ま

で
を
対
象
に
、

2
1世

紀

の
森
と

広
場

を
題
材

に
し

て

ビ
デ
オ
の
撮
影
や
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を

学

ぶ
　

持

ち

物

ビ

デ
オ

カ

メ

ラ
、

そ

の
カ

メ
ラ
に

対
応

す

る
ビ

デ
オ
テ

ー
プ
　
講
師
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
デ
ィ
レ
ク

タ
ー

・
松

本
豊

美
氏
　

定

員
先
着

二

十
人
　
費
用
無
料

※
編
集
済
み
の
作
品
の
あ
る
人
は
、

お
持
ち

く
だ

さ

い
。

匣

３
月

５
日

窗
午
前
1
0
時

か
ら

、
電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ

ン

タ
ー

昔

3
8
4
・
石
０

５

０

へ

小

金

高

校

オ

ー

プ

ン

ス

ク

ー

ル

①

は
じ

め
て

の
コ
ン

ピ
ュ

ー

タ
ー

３
月
2
7日

出

・
2
8日

㈲
〔
全
二

回
〕
午

前

コ

ー
ス

＝
午
前

９
時

～
正

午
、
午

後
コ

ー
ス

＝
午
後

１
時

～
４

時
②

ア

ジ

ア
の
人
と

交
流

し
よ
う

（
イ
ン

ド

ネ

シ
ア
料
理

を
味

わ
お
う

）

３
月
2
7

日

出
午

前
1
0
時
～
正

午
③

は

じ
め

て

の
手

話
（
講

師

＝
座
間

幸
子

氏
）
３
月

2
8日

㈲
午
前
1
0
時

～
正

午
　

費
用

①

六
百
円

（
高
校
生
以
下

二
百
円
）
、
テ

キ
ス
ト
代
九
百
円
②
③
三
百
円
（
高
校

生
以
下

百
円

、
②

は
別

途
材

料
費
二

百

円
）

圃

３

月
1
5
日

丱

〔
必
着

〕

ま

で

に

、

①
と
②
は
往
復
ハ
ガ
キ
③
は
ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
希

望

講
座
名
（
コ

ー
ス
名
）
を
記

入
し

て

、

一
１‐
2
7
0
1
0
1
3
2松

戸
市

新

松

戸

北

二
の
一
四
の
一
小
金
高
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
・
小
山
（
登

3
4
5
・
１

８
５

９
、
夜

間

の
み
）

へ

青
年
講
座

人
」

「
め
ざ
せ
料
理
の
達

３
月
1
3
日
出

・
2
7日

出
〔
全
二

回
〕

午

後
５

時
3
0分

～
８

時
3
0
分

会

場

女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

容

家
庭
料
理
の
基
本
を
学
ぶ
　
講
師
料

理

研
究

家

・
木

村

民
恵
氏
　

対

象
十

八

歳
以

上
三

十
歳
以

下

の
人

定
員

先

着
三

十
人
　

費

用
材
料
費
二

千
円

惠

電
話

で
青

少
年

会
館

昔
錮
・
8
5

5
6

へ

女

性

就

業

技

術

講

習

会

①
経

理
事

務
科
４

月
1
9日

～
６

月

９

日

の
毎

週
月

・
水

・
金

曜
日

〔
祝

日
を
除
く
、
全
二
十
一
回
〕
②
パ
ソ
コ

ン
科
４

月
９
日

～

５
月
3
1
日

の
毎
週

月

・
水

・
金

曜
日

と
４
月
1
3
日

～
６

月
2
9
日

の
毎

週
火

・
木
曜

日

〔
祝
日

を
除
く
、
各
全
二
十
一
回
〕
③
ビ
ジ

ネ

ス
科

４
月
2
3
日

～
６
月
2
1
日

の
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
〔
祝
日
を
除
く
、

全

干

四
回

〕
　

会
場

①
習
志

野
市

役
所
②
③
十
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ

ン

タ

ー
（
千

葉

市
）
　

対
象

技

術
を

身

に
付

け
就

業
を

希
望

す
る
女

性

で

全
日
程

出
席

で
き

る
人
（
学

生
不
可

）

定
員
①
③
各
三
十
人
②
各
二
十
人
（
抽

選
）
　
費
用
無
料
（
教
材
費
等
実
費
）

用

①

３
月
1
1
日

水

・
1
2日

窗

午
前
９

時
3
0
分

～

午

後

３
時
3
0
分

の
問

に

、

本
人
が
印
鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
持
っ

て
習

志
野
市

役
所

商
工

振
興

課

（

登

０
４
７
４

・
5
1・
7
7
5
5

内

線
3
8
5
）

へ
②
③

３
月
1
7
日

水

・
1
8日

米
午
前

９
時

～
午

後
３

時
3
0分

の
間

に
、

本

人
が
印
鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て

県
女

性
就
業

援
助

セ

ン
タ

ー
（

昔
砌

・
2
4
7
・
8
5
4
1

）
　へ

着

物
着

付

け

（
初

心

者

）
講

座

①
３
月
７
日
か
ら
月
二
回
日
曜
日

②
３
月
1
1
日
か
ら
月
二
回
木
曜
日
③

３
月
1
2日
か
ら
月
二
回
金
曜
日
〔
各

全
八
回
〕
、
午
後
１
時
～
３
時

会

場

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
各
七

千
五
百
円

※
会
員
を
募
集
中

題
あ
ね
も
ね
文
化
サ
ー
ク
ル
・
新
井

容
3
8
8
・
ｎ
び
１
９Ｊ
りａ

こ
ど

も

料

理

教

室

「
手

づ
く

り

ピ

ザ
を

作

ろ

う

」

３
月
3
0日
天
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
常
盤
平
保
健
セ
ン
タ
ー
（
ふ

れ
あ

い
2
2内
）
　
対
象
小
学
三
年
生

以
上
（
保
護
者
の
参
加
歓
迎
）
　
定

員
先
着
三
十
人
費
用
無
料

崋
電
話
で
常
盤
平
保
健
セ
ン
タ
ー
昔

3
8
4・

１

９
り
９
Ｊ
９
リ
ヘ

胡

弓

演

奏
見

学

・
体

験

教

室

３
月
2
0
日
田
午
後
３
時
～
４
時
3
0

分

会
場
青
少
年

会
館

講
師
中
国

文
化
芸
術
交
流
団

・
関
衆
氏
　
費
用

無
料

軍
当
日
会
場
で

鵞
松
戸
胡
弓
の
会
・
宮
崎

昔
3
6
4
・
４

公

開

セ

ミ

ナ

ー

「

よ

く

わ

か

る

回

虫

博

士

の

ペ

ッ

ト

と

感

染

症

」

３
月
2
7
日

出
午

後
１

時
4
0分

～
４

時
3
0分

会

場
千
葉

商
工
会

議
所

講
師
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
教

授

・
藤

田
紘

一

郎
氏

ほ
か
　

対
象
県

内

在

任
の
人
　

定
員
先

着
百
四

十
人

費
用
無

料

圃

３

月
2
0
日

出

〔
必
着

〕

ま

で

に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
2
－
0
0
3
5

市
川

新
田

郵

便

局

留
千

葉
県
愛

玩
動

物
飼

養
管

理
士
会

・
川

岸
（

昔
3
7
8・
1
8
7
0

）
へ

日

舞

新

舞
講

習

会

①
３
月
７
日
襾

・
1
6囗
㈹
午
後
２

時
～
５
時
1
1
Ｈ
日
米
午
後
２
時
～
５

時
③
1
6日
天
午
後
６
時
～
９
時

会

場
山
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
③
八

ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
五
百
円

圃
邦
舞
の
会
・
藤
間

昔
3
4
2
・
2
1
7

1

ス

ポ
ー
ツ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４
月

３
日
～

６
月
2
6
日

の
毎
週
土

曜

日
午
前

８
時

～
９

時
4
5分

会
場

中
央
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在
住

こ
仕
勤
者
定
員
七
十
人
（
抽
選
）

費
用
九
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

匣

３
月
1
5
日
丱
〔
必

着
〕
ま
で
に

、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・
返

信
用

あ
て

名

を
記

入

し

て
、

〒
万一－
8
6
9
1

松

戸
北

郵

便
局

私

書
箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

醫

平

木

昔
誣

・
4
1
1
2

野
球

ル

ー
ル

審
判

技

術

講

習
会

３
月
2
1日
㈲
午
前
９
時
～
午
後
４

時
会
場
運
動
公
園
費
用
二
千
円

※
受
講
終
了
者
に
は
認
定
書
を
交
付

し
ま
す
。

匣
当
日
会
場
で

圜
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下

昔
3
6
2 グ

ラ
ウ
ン
ド

ー
ゴ
ル
フ
教
室は鉛筆持参

圃当日会場で

や

さ
し

い
囲

碁

教

室

（
入

門

・

初

級
）

①
入
門
＝
３
月
1
7
日
～
４
月
2
8
日

の
毎
週
水
曜
日
〔
全
七
回
〕
午
後
２

時
3
0分
～
５
時
②
初
級

＝
３
月
1
8日

～
４
月
2
9日
の
毎
週
木
曜
日

〔
全
七

回
〕
午
後
１
時
3
0分
～
５
時

会
場

日
本

棋
院
松
戸
生
涯
学
習
支
部
（
五

香
駅
下
車
）
　
内
寮
①
ミ
ニ
盤
か
ら

②
基
礎
か
ら
　
費
用
各
三
千
五
百
円

鵞
日
本
棋
院
松
戸
生
涯
学
習
支
部
・

岩
島

昔
3
8
8
・
3
0
2
2

初

歩

の

油

絵
講

座

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
午
後
２
時

3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
寺
嶋
文
化

会
館
（
柏
駅
徒
歩
三
分
）
　
対
象
初

心
者
定
員
先
着
三
十
人
費
用
五

千
円

（
半
年
分
、
モ
チ
ー
フ
代
別
）

※
４
月
９
囗
糜
に
説
明
会
あ
り

惠
直
接
ま
た
は
電
話
で
賺
寺
島
文
化

会
館
登
０
４
７
１
・
6
7・
6
1
5
3

へ松

戸
市

サ

ッ

カ

ー
協

会

の

一

般

チ

ー

ム
登

録

受

け
付

け

３
月
1
4日
㈲
午
後
５
時
3
0分
～
６

時

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室

対

象
高
校
生
以
上
の
チ
ー
ム
費
用
一

チ

ー
ム
一
万
五
千
円
お
よ
び
一
人
五

百
円
（
申
し
込
み
時
に
納
入
）

※
受
付
終
了
後
、
リ
ー
グ
戦
の
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

圜
松
戸
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
榎
本

登

3
6
6
・
3
2
9
6

イ

ン

ラ

イ

ン

ス

ケ

ー

ト

体

験

教

室
３

月
2
9日

丱
午

後
１

時
～
３

時

会
場
松
戸
中
央
自
動
車
学
校
（
根
木

内
）
　

対
象

小

学
生
以

上
　

定
員
先

着
二
十
人
費
用
円
（
保
険
料
を

含
む

、
貸
し

シ
ュ

ー
ズ
は
別

料
金
）

圃
３

月
2
0日

出
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
（

ガ
キ
に
氏
名

・
電

話
番

号

・
靴

の
有

無

を
記

入
し

て

〒
2
7
1
－
0
0
6
2

松

戸
市

栄
町

四

の
一
九
九

松
戸
市

ロ
ー

ラ

ー
（
イ

ン
ラ
イ

ン
）
ス
ケ

ー
ト
連
盟

・
丸
山
千

世
（
登
3
6
2
・
8
8
6
5

）
へ

‐

‐

‐
－

‐

―

―

地

域

教

育

セ

ミ

ナ

ー

「

二

十

一

世

紀

を

創

る

子

ど

も

た

ち

の

現

在

を

問

う

」

３
月
1
8日
～
2
8日

の
木

・
日
曜
日
、

〔
全
四

回
〕
各

午
前
1
0
時
～
正

午

侖
場

文

化

ホ
ー
ル
　

内

容
子

ど
も

の

現
状

と
学

校

・
家

庭

・
地

域

の
役

割

パソコン教室

に
つ
い
て
考
え
る
　
講
師
教
育
評
論

家
・
能
重
真
作
氏
ほ
か
　
定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
無
料

※
保
育
あ
り

二

歳
以
上
百
円
、
要

予
約
）

匣
電
話
で
青
少
年
会
館
登
剔
・
8
5

5
6
へ

フ

ァ
ミ

リ

ー
ス

ポ

ー
ツ

教

室

３
月
2
1日
冊
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　
種

目
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ー
イ
ン

デ

イ
ア
カ

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
　
費
用
無
料

惠
当
日
会
場
で

鵞
体
育
指
導
委
員
・
梶
野

昔
3
4
2
・
２

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４
月
～
1
1
月
（
８
月
を
除
く
）
の

毎

週
日

曜
日

午
前
８

時
～
1
0
時

会

場
①
栗

ケ
沢
公

園
庭

球
場
②

金
ケ
作

公
園
庭
球
場
対
象
小
学
生
　
費
用

年
一
万

円

（
保
険

料
を
含

む
、
入

会

全

一
千

円
）

惠

３
月
1
4日

㈲
〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・
学
校
名

・
学

年

・
会

場
名

を
記

入
し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
6
4

松
戸

市

上

本

郷

二

七

九

八
長

岡

美

穂

（

昔

3
6
4
・
8
5
4
3

）
　へ

会場富士通オープンカレッジ松戸mcs校（松戸ピルデング

3階）　内容ビジ ネスに生かせる社会人向けの講座

※費用のうち（　）内は当会議所会員の場合です。

圉電話で富士通オープンカレッジ松戸ｍｃ滸交Q362-ﾜ161 へ

挧］松戸商工会議所S364-3111

フ

ロ

ー

レ

ー
ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４
月
～
1
1
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前

８

時
～
1
0
時

会

場
金

ケ
作
公

園
庭

球
場
対
象
小
学
三
～
六
年
生
　
定

員
三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
一
万
六

千
円

（
少

年
団

登
録

料

・
保

険
料

等

を
含

む
、

入
会
金

な
し

）

惠

３
月
1
5
囗

丱
〔
必

着
〕
ま
で
に

、
［

ガ
キ
に
住

所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・

学

校
名

・
新
学
年

を
記

入
し

て
、

〒

涓
］－
2
2
6
1

松
戸

市

常

盤
平

一

の

二

六
の

一
の
六

一
〇
谷

貞
次

（
登
3
8
5

・
ｎ
ぴ
９Ｊ
４

り乙
）
　
　
へ

下

総

ト
ラ

イ

ア

ス

ロ

ン

大

会

５
月
９
日
㈲

会
場
海
上
自
衛
隊

下
総
航
空
基
地

（
沼
南
町
）
　
内
容

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
一
般

の
部
門
別
に
競
技

定
員
先
着
四
百

人
　
費
用
小
学
生
三
千
円
、
中
学
生

五
千
円
、
高
校
生
・
一
般
一
万
円

鬩
下
総
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
事
務

局

登
3
2
6
・
3
0
3
7

講 座 名 日 時 定 員 費 用

(1)パソコン

入門コース

(2) 文 書 作 成

(WORD)

入 門 コ ー ス

〔全2 回 〕

(3)表作成

(EXCEL)

入 門コ ース

〔全2 回 〕

14)文書作 成

・表作成

入門コ ース

〔全3 回 〕

情報

日 時 会 場 費用 問い合わせ

八ヶ崎第二小

学校

無料馬橋北小学校

常盤平第一小

学校
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広報まつ1999 年(平成11年)3月5日

催

し

物

音
楽

の

広

場

（
ミ

ニ
コ

ン

サ

ー

ド
）３

月
1
6囗
㈹
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費
用
無

料

｀

匣
当
日
会
場
で

醫
矢
切
公
民
館
昔
3
6
8
・
1
2
1
4

母

と

子

の

ふ

れ

あ

い

リ

ト

ミ

ッ

ク

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

４
月
1
5
日
～
６
月
2
4
日
の
月
二
回

木

曜
日
〔
全

六
回
〕
、
午

前
1
0
時
3
0
分

～
正

午

会

場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

齊

①
リ

ト
ミ

ッ

ク
音
楽
講

師

・
浅
見

こ

の
み

氏

の
ピ
ア

ノ
に
合

わ
せ

て
歌

・
わ
ら

べ
う

た

・
手

遊

び

・
体

操
な

ど
親
子
で
体
を
動
か
す
②
観
劇
会

寉
貝
先
着
親
子
二
十
組
三
（
二
歳
以
占

春
乕

七
千

五
百
円

惠
電

話
で
松

戸
子

ど
も
劇

場

・
兼
松

昔
誣
・
9
1
5
4

（
昼
間

の
み
）
　へ

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
コ

ン

サ

ー

ト
「
春

に

歌

う

」

３
月
1
2
日

吻
午

後
６
時
3
0
分

～
８

時
3
0
分
　

会

場
さ
わ

や
か
ち

ば
県
民

プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
　
内
容
合
唱
・
独
唱

・
フ

ル

ー
ト
演
奏

な
ど
　

費
用

三
千

五

百
円
（
前

売
り

三
千

円
）
、
中

学
生

以
下
二
千
五
百
円
（
前
売
り
二
千
円
）

※
収
益

金
は
教

育
関

係
団
体

に
寄
付

し
ま

す

。

鵞

子

ど
も

の
居
場

所
を

つ
く

る
チ

ャ

リ
テ
ィ

ー
コ

ン
サ

ー
ト
実
行

委

員
会

・
能
重

登
０
４

７

１

・
4
4
・
１

４
２

春

風

コ

ン

サ

ー
ト

３
月
2
2日
床
午
後
２
時
～
４
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
会

（
独
奏

・
重
・
合
奏
）
　
費
用
三
百
円
（
小

学
生
以
下
無
料
）

圜
東
部
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
教
室
・
人

見

登
3
4
3
・
9
8
6
3

春

の

ネ

イ
チ

ャ

ー

ゲ

ー
ム

「
冬

の

終

わ
り

・
春

の

目

覚

め
」

３
月
2
2囗
㈱
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分
〔
雨
天
中
止
〕
　
会
場
2
1世

紀
の
森
と
広
場
（
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

前
集
合
）
　
内
容

身
近
な
自
然
の
中

で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
小

さ
な
春
を
見
つ
け
る
　
費
用
二
百
円

醫
ま
っ
ど
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

・
水
上
昔
3
6
8
・
6
0
2
0

（
午
後
７

時
～
1
0時
）

健

康

カ
ラ

オ
ケ

コ

ン

テ

ス

ト

３
月
2
1日
㈲
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
費
用
入
場
無
料

※
入
場
者
先
着
百
人
に
紅
白
ま
ん
じ

ゅ
う
を
進
呈

顏
健
康
カ
ラ
オ
ヶ
普
及
会
・
冨
永

昔

3
4
1
・
ｑ
Ｊ（
）Ｏ
り
厶一
９
り
番

と

も
し

び
読

書

会

３
月
1
8日
米
午
前
1
0時
～
正
午

侖
璢
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
大
乱
世
を
生
き
る

Ｉ
〇

〇
の
ヒ
ン
ト
」
五
木
寛
之
著
　

費
用

三
百
円

惠
電
話
で
永
島

容
3
6
3
・
3
6
6
2

へ

柏

の

葉

小

さ

な

映

画

会

３

月
2
0
日
出

午
後
４

時
3
0
分
～

７

時

会
場

さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
（
柏
市
）
　
対

象
県
内
在

住

・
在
勤

の
人
　

内
容

①
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
映
画

と
私
」

パ
ネ

ラ

ー

＝
俳

優

・
渡
辺

謙

氏
ま
た
は
映
画
監
督
・
根
岸
吉
太
郎

氏
ほ
か
（
予
定
）
②
映
画
「
絆
」
を
上

映
ま
定
員
四
百
四
十
人
（
抽
選
）
費

用
無

料

圃

３

月
1
0
日

伽

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

往
狠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番

号

を

記
入

し

て
、
一
１‐
2
7
7
－

0
8
8
2

柏
市

柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ

さ
わ

や
か

ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

「
柏
の

葉
小

さ
な

映
画
会

係
」
　（
ａ

０
４

７

１

・
4
0
・
8
6
0
0

）
　へ

21世紀の森と広場パークセンター催し物自

宅
の

耐

震

相

談

３
月
2
4日
米
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
小

金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強

方
法
の
相
談
　
持
ち
物
目
宅
の
平
面

図
（
間
取
り
図
）
等
費
用
無
料

※
次
回
は
本
庁
・
矢
切
・
東
部
地
区

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

圃
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

登
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

企

画

展

示

「

新

弥

生

紀

行

～

北

の

森

か

ら

南

の

海

へ

」

３

月
９

日
㈹
～

５
月

９
日

㈲

（
月

曜
休

館

。
た
だ

し
、
祝
日

は
開
館

し
、

翌
日

休

館

）
　
時
間

午

前

９
時
3
0
分

～
午

後
４

時
3
0
分

（
入

館

は
午
後

４

時

ま
で
）
　

会

場
国
立

歴
史

民
俗

博

物
館

（
佐

倉
市

）
　

内

容
弥

生
時

代

の
日

本
各

地

の
文
化

を
探

る
　

費
用

千
三
百

円

、
高
校

・
大
学

生
九
百

円
、

小
・
中
学
生
四
百
円
（
前
売
り
・
団
体

の
割
引

制

度
あ
り

）

※
常

設
展
示

も
ご

覧
に
な

れ
ま
す

。

鵞
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
昔
砌
・

四
‘
・
8
6
0
0

＿費用無料（※は材料費2,500 円）

圃電話でパークセンター5*345 ―8900 へ（先着順）

借

地

借

家

の

無

料

相

談

３
月
1
1
日

米
午

後
１
時
～

４
時

会

褥
勤
労

会
館

※
契
約

書
等

が
あ

れ

ば
ご
持
参

を

醫
松

戸
借
地

借
家
人

組
合

・
外
粐

’一

3
4
5
・
3
5
4
8

子

育

て

フ

ェ

ス

タ

（
親
子

で

遊

ぼ
う

）

３
月
1
5日
丱
午
前
1
0時
3
0分
～
1
1

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
リ
ズ
ム
体
操
・
わ
ら
べ
う

た
・
手
遊
び
・
紙
芝
居
な
ど
　
費
用

無
料

圜
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
・

尾
野

昔
3
8
8
・
8
6
3
6

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ
ル

・

一
〇

〇
〇

人

の

集

い

３
月
2
8日
面
午
後
４
時
～
８
時

会
場
運
動
公
園
体
育
館
費
用
千
円

※
ラ
テ
ン
Ａ
級
保
持
者
永
井

・
青
木

プ
ロ
の
模
範
演
技
あ
り

匣
電
話
で
松
戸
社
交
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

・
大
井

昔

3
6
2
・
8
0
4
0

へ

療

育

相

談

３

月
1
1日

困
　

受

付
時
間

午
後
１

時
～

１
時
3
0
分

会
場

松
戸

保
健
所

対
象
乳

児

の
股
関

節
脱
臼

検

診
未
受

診
者

・
整
形

外
科

領
域

の
診

察
相

談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人
（
予

約
制
）
　
費
用
無
料

※
乳

幼
児

は
、
母

子
健

康
手
帳

を

ご

持

参
く

だ
さ

い
。

匣
電

話
で

松
戸

保
健
所

地
域

指
導
班

昔
3
6
1・
1
1
2
1

へ

パ

ー

ト

保

健

婦
（
士

）
・

助

産

婦

を

募

集

対
象

保
健

婦
（
士

）
・
助

産
婦

の
有

資

格
者

業

務
内
容

保
健
婦
（
士
）
＝

検
診
・
相
談
業
務
・
家
庭
訪
問
、
助

産
婦

＝
新
生
児

訪
問

鬩

健

康
課
検

診
係

容
3
6
6
・
7
4
8
7

心

臓

病

医

療

相
談

会

３
月
2
1囗
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
相
談
員

市
立
病
院
小
児
科
医
長
・
松
本
康
俊

氏
費
用
無
料

黯
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
松
戸
親
の

会

こ
開
田

昔
3
8
6
・
5
3
1
8

（
午
後

７
時
以
降
）

お
知
ら
せ

ま

つ

ど

商

店

繁

盛

塾

（
商

店

経

営

勉

強

会

）

の

会

員

を

募

集

対
象

①
商
店

王
ま
た

は
商

店
継
承

者
・
商
店
開
業
希
望
者
②
自
店
の
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
で
き
る
大
③
商

店

街
問

題
に

興
味

を
持

っ
て

い
る
人

の

い
ず

れ
か

で
、
月

一
回

の
夜

間
勉

強
会
に
出
席
で
き
る
人
　
実
施
期
間

４
月
か
ら
一
年
間
（
予
定
）
　
定
員

先
着
十
人
　
費
用
一
回
千
円
（
資
料

・
コ

ピ
ー
代

等
を
含

む
）

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

匣

３
月
3
1
日

團
ま

で
に

、
フ

ァ
ッ

ク

ス
に
住

所

・
氏

名

・
連

絡
先
を

記
入

し

て
（

シ

・
マ
ネ

ジ

プ
ラ
ン

・
大
橋

唯
男

囲
3
4
2・
5
2
5
9

（
登
3
4
1・
4

4
1
2

）
　へ

記

念

コ

ン

サ

ー

ト

の

合

唱

団

員

を

募

集

６
月
６
日
仰
、
東
葛
合
唱
団
は
る

か

ぜ
結
成
1
0
周
年

コ

ン
サ

ー
ト
に
向

け
て
団

員
を

募
集

し
ま

す
。

練
習

期
間

３
月
1
4
日

㈲
～
５

月
2
9

日
出

の
隔
週

土

ま
た

は
日
曜
日

〔
全

八
回
〕
、
午
前
1
0
時
～
正
午
会
場
常

盤
平

市
民

セ
ン

タ

ー
　

内

容
川

田

龍

平
君
へ
の
手
紙
よ
り
合
唱
構
成
曲
「
未

来
へ
の
風
」
を
歌
う
費
用
一
回
三

百

円
圃
東

葛
合

唱
団

は

る
か

ぜ
・
桑
原

昔

3
8
7
・
3
5
1
7

松

戸

青
少

年

交

響

楽

団

・

団

員

募

集

説
明

会

３
月
1
9日
・
４
月
２
日
・
1
6日
の

金
曜
日
、
各
午
後
７
時
～
８
時

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
活
動
丙
容

と
定
期
演
奏
会
の
説
明
費
用
無
料

鵞
北
野
昔
3
4
4
・
3
3
2
2

東
松

戸

病

院

健

康
塾

３
月
1
8日
米
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室

内
容
講
演
「
眼
と
生
活
習
慣
病
」

講
師
東
松
戸
病
院
眼
科
医
長
・
北
川

均
氏
　
定
員
先
着
七
十
人
　
費
用
無

料圉
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室
公
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

３
月
1
1
日
米
・
2
4
日
水
、
午
後
１

時
3
0
分
～

２
時
3
0
分

会
場
松

戸
保

健
所

内

容
ア
ル

コ

ー
ル
問
題

を
か

か
え

た
人

や
そ

の
家
族

を
対
象

に

、

専
門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

・
保
健

婦
に
よ

る
相
談

（
予
約

制
）

費
用
無
料

惠

電

話
で
松

戸
保
健

所
精

神
保
健

福

祉
班

登
3
6
1・
2
1
2
1

へ

六

実

桜

ま

つ

り

の

出

店

者

を

募

集

出

店

日

４

月

３

日

出

・

４

日

㈲

会
場
六
高
台
さ
く
ら
通
り
　
出
店
ブ

ー
ス
ニ
び
㍍
×
五
㍍
　
対
象
二
十

歳

以

上

の

個

人

ま

た

は

団

体
　

費

用

一
区

画

当

た

り

二

千

五

百

円

惠

３

月
1
4
日

㈲

の

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

の
間

に

、

印

鑑

・
出

店

費

用

を

持

っ
て

直

接

六

実

集

会

所

へ

圃

六

実

桜

ま

っ

び

実

行

委

員

会

に

小

金

谷

昔
3
8
5
・

９
乙
り（
‥一
７

Ｑｊ

特

別

養

護

老
人

ホ

ー
ム

「
陽

光

苑

」

見

学
会

４
月
１
日
米
の
開
設
に
先
立
ち
、

施
設
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
３
月
2
6日
窗
・
2
7
H圉
、
午

前
1
0時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）
　
所
在
地
旭
町
二
の

二
三
八
対
象
市
市
在
住
の
人
費

用
無
料

※
予
約
不
要
。
当
日
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

醫
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
光
苑

昔

3
4
8
・
1
8
6
6

愛

の

献

血

①
松
戸
市
献
血
推
進
協
議
会
＝
３

月
1
2
日
原
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と
午
後

Ｏ
時
1
5分
～
３
時
3
0分

②
松
戸
中

央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
＝
３
月
1
3日
出

健

康
懇

談

会

「
糖

尿

病

の

薬

物

療
法
・
食

事
療
法

と
運

動
療

法
」

３
月
1
4日
襾
午
後
２
時
～
３
時
5
0

分

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員
当
日
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

鵞
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
登
3
4
8
・
４
８

松

戸

市

俳

句

大

会

の

作

品

募

集

大
会
日

５

月
3
0
囗

㈲
　

大

会
会
場

市

民

劇
場
　

選

者

大
串

章

氏

・
鈴

木
栄
子

氏

・
遠
藤

若
狭
男

氏

・
小
島

健
氏
・
鳴
門
奈
菜
氏
　
募
集
内
容
未

発
表

の
作
品

を
二

句

一
組
で

（
何

組

で
も

応
募
可

）
　
費
用

一
組
千

円
〔
小

為
替

ま
た

は
現
金

一
（
切
手

不
可

）
〕

※
大
串

章
氏

の
記

念
講

演
あ
り

圃

３

月
3
1
日

水

〔
必
着

〕

ま

で

に
、

〒
2
7
0
－
2
2
9
1

松

戸

南
郵

便

局
私

書
箱

九
号
松

戸
市

俳
句

連
盟

事
務
局

へ類
松

戸
市

俳
句

連
盟

・
大
井

昔
3
6
3
・

「
紙
に

描

い
た

風

景
画

展
」
作

品

を

募
集

会
期
５
月
５
日
～
1
1
日
大
会

場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢

丹
松
戸
店
九
階
）
　
内
容
Ｓ
Ｍ
～
1
0

F
の
紙
に
描
い
た
風
景
画
で
、
額
装

・
つ
り
紐
を
つ
け
る
　
費
用
二
千
円

※
５
月
５
日
聡
午
前
1
0時
1
0分
～
1
0

時
3
0分
に
作
品
を
搬
入
し
ま
す
。

弩
淡
彩
画
会
・
菊
地

登
3
8
4
・
0
7
3

9
番

（
夜
間
の
み
）

保
健
・
衛
生

午
前
1
0
時
～
午

後
４
時

会
場

①
新
松
戸
駅
前

②
西
友
常
盤
平

店
前
鬪
健
康
課
検
診

係
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

行 事 名 日 時 講 師 定 員

自然観察会「早春の植物観察会」

みどりの講習会

きれいに咲かせるためのセント

ポーリア手入れ法」

園芸 教室

家庭菜園～春まき野菜のコツ」

こども手づくリ教室

｢つるで編むミニ椅子と飾り額|

みどりの講習会　゛

｢春草花の寄せ植え｣ ※

みどりの教室

｢スライドと観察会～四季の植物

の移り変わりを追って｣

みどりの教室「春の息吹をネイチ

ャーゲームで体験し よう」

園芸教室

｢ペチュニアの丈夫な育て方｣
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二
十
世

紀
が
丘
で

ダ
イ
コ

ン

ー
カ

ブ

ー

ホ
ウ
レ
ン
草
・
小
松
菜
・
枝
豆
・
ネ
ギ
・

キ

ャ

ベ
ツ
な
ど

、
十
数

種
類

の
野
菜

を

栽
培

す

る
高
橋
已

一
郎

さ

ん
。「
松

戸
市

無

農
薬
栽

培
研
究

会
」

の
仲

間
と
と

も

に

、
無

農
薬
栽

培

に
取

り

組
ん
で

い
る
。

「
無
農

薬
栽

培
は
一
部
化

学
肥
料
を
使

満
足
す
る
出
来
栄
え
で
す

う

が
、
害

虫

を
駆
除

す

る
た
め

の
農
薬

は
一
切
使

わ

な

い
」
と

言
う

。

椪
農
薬
栽
培
を
始
め
た
の
は
七
年
前
。

長

女

の

「
動

物
実
験

で
は
三

世
代

先
ま

で
の
安
全
は
確
認

済
み
と
い
う
け

れ
ど
、

農
薬
を
使

い
続
け
て

本
当

に
大
丈
夫
？

」

の
一
言
に
こ
れ
ま
で
の
農
法
に
疑
問
を

覚
え

た
。

一
部
の
土

壌
消

毒
剤

は
、

オ

ゾ
ン
層

破
壊

に
つ

な
が
り

使
用

で
き

な

く

な

っ
た

。
安
全

だ
と

い
わ

れ
て

い
る

農
薬
も
、
こ
の
先
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

か
分

か
ら

な
い

。
ま
た

、
住
宅

に
隣

接

す

る
場
所

で
の
農

薬
散

布
が
現

実
問

題

と
し

て
難
し

く

な

っ
て

い
た

。

「
小

松
菜

に
は
コ

ナ

ガ
（
ク
チ

ブ
サ

ガ

科

の
ガ

の
幼

虫

で
、
野

菜

の
葉

を
食

害

す

る
）

が
つ
く

の
に
、

ホ

ウ
レ
ン

草
に

は
寄

っ
て
こ

な

い
。
コ

ナ

ガ
が
嫌

い
な

何
か
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え

て
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
し
ぼ
り
汁
を
小
松

菜

に
か
け

た
ら

コ
ナ

ガ
が

い
な
く

な

っ

た
」
。
こ

ん
な

考
え
方

が
高
橋

さ
ん

の
鉦

農

薬
栽
培

の
出
発

点

。

以

来

、
試
行

錯
誤

を
繰
り

返

す
。
虫

除
け

に
効

果

が
あ

り

そ
う

な
も

の
は
ど

ん
ど

ん

試
し

た

。
シ

ョ
ウ

ガ
・
ト

ウ

ガ
ラ
シ

ー
ニ

ン
ニ

ク

ー
ド
ク

ダ
ミ
な

ど
何
で

も
ミ

キ
サ

ー

に
入
れ

、
そ

の
汁
を

野
菜

に

か
け

る
。
す

る
と
虫

が
逃

げ

た
。
ま

た
、
秋

ダ
イ

コ

ン
に

つ
く
ア

ブ

ラ
ム
シ

の
天

敵

で

あ
る

ク
サ

カ
ゲ
ロ

ウ
を

オ
ラ

ン

ダ
か
ら
輸
入

し
試

し
て

も

み
た

。
何

の
囲

い
も
な

い
畑

で
は

、

い
つ
の
間

に
か

ク
サ

カ

ゲ
ロ

ウ
は

い
な

く
な

っ
た

。

ど
ち

ら
も
効

果

は
あ

っ
た

が
一
時
的

。

い
つ
の
間

に
か
害

虫

は
戻

っ
て

い
る
。

「
無
農
薬
栽
培
の
農
家
は
、
一
生
勉
強

で
終

わ

っ
て
し
ま

い
そ

う
で

す
」
と

笑

失

敗
を

繰
り
返

し
た

こ

れ
ま
で

の
経

験

で
分
か

っ
た
こ

と
も

あ

る
。

キ
ャ

ベ
ツ
を
作

る

に
は
、

ア
オ

ム
シ

（
モ

ン
シ

ロ
チ

ョ
ウ
の
幼

虫
）
が
増
え

る

前

の
５
月

上
旬

ま
で

に
収
穫

す

る
よ
う

に
、
ホ
ウ
レ
ン
草
は
９
月
2
0
日
過
ぎ
に

植
え

る
と

虫

が
つ
か

な

い
で
栽
培

で
き

る
。

高

橋
さ
ん
や
研

究
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、

会
員

同
士

の
情

報
を
交

換
し

な
が
ら

着

着

と
成
果

を
上

げ
て

き
た

。
そ
の
実

績

が
評
価

さ
れ
、

第
二

十
八
回
日

本

農
業

賞

の
集
団

組
織

の
部

門
で
大
賞

を
受

賞

し

た

。

「
わ
た
し
が
無
農
薬
栽
培
を
続
け
る
理

由

は
、
自

分
か

納
得
し

た

い
か
ら

。
買

っ
て
食

べ
て
く

れ

る
人
を
裏

切
り

た
く

な

い
か
ら
」

さ

さ
く

れ
た
太

い
指

が
労

の
多

さ
を

物
語

っ
て

い
た
。（

二

十
世

紀

が
丘
在
住

）

松戸市無農薬栽培研究会 会長

高橋已一郎さん

世界平和都市宣言事業

春休み親子平和人形劇
鵄総務部総務課a366 ―ﾜ305

日 時3 月31日㈲
午後2時～4時

平 和に 対 する 「愛 」「 勇気 」「 友

情」を テ ー マに し た人 形 劇や紙 芝

居 、ア ニメ ーシ ョン な ど盛 り だく

さ ん の 催し です 。

ぜ ひご 参加 く ださ い 。

第1部　おはなしいっぱい

○アニメーション｢しまうま｣

○紙芝居｢どうやってねるのかな｣ ほか

常盤平児童福祉館

申し込み
電話で常盤平児童福祉館

容38ワー3320  (月曜休館)へ

対象3 歳以上17 歳以下

(幼児は保護者同伴)

費用 無料

日　時 会 場 内　容 定員

3/26㈲

午 前10 時30 分

～11 時30 分

新松戸

市民センター
劇 団こ が ねむし に よる

「クルクルワンダーランド

・「てんとう 虫は落

葉 のフトン 」

先着

200 人

午後3時～4時
小金原
市民センター

先着
150人

27(土)
午 前10 時30 分

～11 時30 分
女性センター
ゆうまつど

人形芝居ぽぽによる｢こ

ぶと りじ いさ ん｣

先着

｢ｱO人

青少年教室

親子でｺｶﾘﾅｺﾝｻｰﾄ ＆体験教室

素朴でやさしいコカリナの音色を聞きに来

ませんか。

コカリナは、ハンガリー生まれの木ででき

た笛です。コカリナ奏者でシンガーソングラ

イター・黒坂黒太郎さんのコンサートと、コ

カリナにチャレンジする講習会を行います。

親子でご参加ください。

費 用 無料

申し込み 電話で青少年会館

Q342-9332 へ

日 時3 月2ﾜ日出午後IE持～3時

会 場 青少年会館
定 員 親子20組(先着順)

救急医療体制

テレホン案内サービス
当時湯の医療機関（待機病院
、在宅住宅当直医､ 夜 間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等）を案内しています〕　　　　　　　　　　　

酋366 －0010 jl

平日午後4時30分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 ≫368 ―3756

j　衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

≪365 ―3430 J

衛生会館内　午後８時～11 時

※終了時間間際に来られるときは、あ=j

らかじめ電話確認を

○お気軽にご相談ください　３月の相談あんない

自
然
に
合
わ
せ
て
作
る

会 場 市民劇場
定 員 当日先着300人
費 用 無料

第2部　人形劇を楽しもう

○人形劇｢フレデリックと金のりんご｣

○ほら人形のできあがリ
○人形を動かしてみよう ほか

人形劇公演

健康保険証をお忘
れなく

相談 はすべて無料です。

市政・一般

交通事故

法律相談

(予約制)

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働 相談

期 日相 談 名 時 間
会 場

相 談 名 期 日 時 間
会　 場

市民相談室|

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

巡

回

年

金

相

談

消費生活欟

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

人権相談

心
配

ご
と

相

談

ゆうまつ ど

こころの相談

女性 就業相 談

パ ー ト 労 働

悩みごと相談

就 学 相 談( 予 約 制)

教育相談(予約制)

青少年相談(電話)

青少年相談(来所)
｢予約制1

千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支
局

支
援
護
課
庶
務
係

社
会

福
祉

協

議
会

市
民
相
談
室

一
般
相
談
＝
金
銭
・
身
の
上

・
相

続
・
離
婚
等
家
庭
問
題
の
相

談

住宅課

商工観光

課労政係

国

民

年

金

課

適

用

係

昔
3
6
6・

７

りＩ
に
．）ｎ
／』

※
左

記
以

外

の
日

は
国

民

年
金

課

へ

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所
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